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　本学では平成20年度より共通教育科目にお
いてボランティア関連科目を開講。同時にボラ
ンティア支援センターを開設しました。現在、約
1000名の学生がセンターに登録し、災害支援
やイベント参加などさまざまなボランティア活動
に積極的に取り組んでいます。
　センターでは、登録学生へのボランティア情
報の配信、保険加入、用具貸し出しや災害ボラ
ンティアの際の経済支援等を行っています。
　現在14名の学生が所属する学生ボランティ
アグループ「ボララ」が、センターの運営をサ
ポートしており、ニュースレター（年２回発行）の
作成やボランティア団体紹介会・交流会の企
画・運営など、学生の目線で学生のボランティ
ア活動を支えています。

　本学郡元キャンバスの農学部周辺では、夕刻、悠然と散歩する馬の姿を目に
することがあります。手綱を引いて歩くのは馬術部のメンバー。散歩は、馬術部
が所有する 3 頭の馬のリフレッシュと運動のために行われるものです。馬術部で
は、基本的に早朝、本学正門近くの馬場で競技に向けた練習を行います。天
候や時間の都合で練習できない時など、各馬付きの部員が交代でキャンパス内
を連れて歩くのです。散歩コースや所要時間は特に決まっていませんが、馬の
調子を見ながら、人気の少ない静かな場所を選び、散歩させています。キャン
パス内で馬が歩く姿を見られるのは、構内に馬小屋や馬場を有する本学ならで
は。心なごむ牧歌的な風景です。
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潜入ルポ ～学びの部屋～

大学で学ぶための
基本的スキルを学ぶ
学術研究院総合科学域総合教育学系
伊藤 奈賀子 准教授

08 鹿大トピックス

稲盛和夫鹿児島大学名誉博士像
　　　　完成披露記念式典を挙行ほか

16

進め！ 鹿大生

直感と想像力に従って、
やりたいことをやれるだけやるのみ！
共同獣医学部獣医学科４年生　丸山 覚詞 さん

19

さっつんが行く！
ボランティア支援センター

先輩からのメッセージ

OB: MINIATURE LIFE CO., LTD.
ミニチュア写真家・見立て作家　田中 達也 さん

OB: 株式会社 freep
代表取締役　鮫島 悠 さん

10

研究室からSCHOLAR INTERVIEW

科学研究の源は「面白い！」
学術研究院理工学域理学系　小山 佳一 教授

土器から過去の社会を復元する
学術研究院法文教育学域法文学系　石田 智子 准教授

12

今号の表紙 「馬の闊歩するキャンパス風景」 

高度な獣医療と獣医師教育を推進する
拠点施設として

特 集



高
度
な
獣
医
療
と
獣
医
師
教
育
を
推
進
す
る

拠
点
施
設
と
し
て
　共
同
獣
医
学
部
附
属
動
物
病
院
整
備
事
業
の
あ
ら
ま
し

特集本
学
共
同
獣
医
学
部
で
は
、
獣
医
学
教
育
の
国
際
的

認
証
（
E
A
E
V
E
）
取
得
を
目
指
し
、
平
成
24
年
度

よ
り
「
国
立
獣
医
系
４
大
学
群
（
帯
広
畜
産
大
学
、
北

海
道
大
学
、
山
口
大
学
、
鹿
児
島
大
学
）
に
よ
る
欧

米
水
準
の
獣
医
学
教
育
実
施
に
向
け
た
連
携
体
制
の
構

築
」
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

事
業
の
一
環
と
し
て
、
共
同
獣
医
学
部
附

属
動
物
病
院
で
は
小
動
物
診
療
セ
ン
タ
ー
の

新
築
及
び
大
動
物
診
療
セ
ン
タ
ー
の
改
修
を

行
い
、
平
成
29
年
５
月
15
日
、
新
病
院
の
運

用
が
ス
タ
ー
ト
。
欧
米
水
準
の
獣
医
学
教
育

に
対
応
で
き
る
実
習
施
設
と
し
て
、
ま
た
獣

医
療
の
高
度
化
を
自
ら
推
進
す
る
新
病
院
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

新
病
院
は
、
伴
侶
動
物
及
び
産
業
動
物

の
診
療
ス
ペ
ー
ス
の
拡
充
、
24
時
間
診
療

体
制
構
築
、
バ
イ
オ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
（
防

疫
）
の
強
化
等
を
実
現
。
国
際
的
に
活
躍

で
き
る
獣
医
師
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、

地
域
に
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
獣
医
療
を
提
供
す

る
南
九
州
の
中
核
病
院
と
し
て
、
わ
が
国

の
獣
医
学
教
育
の
水
準
向
上
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

動物病院沿革
昭和16年 8月：家畜病院設置（鹿児島高等農林学校獣医学科）
昭和24年 4月：新制鹿児島大学発足。農学部附属家畜病院へ改組
平成17年 4月：国立大学法人鹿児島大学農学部附属動物病院（改称）
平成19年 4月：診療科の新設
平成20年 4月：家畜人工授精所の開設
平成20年12月：軽種馬診療センターの新設
平成21年 4月：磁気共鳴断層撮影装置（MRI）の導入
平成24年 4月：共同獣医学部附属動物病院（名称変更）
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2,562㎡増
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世
界
で
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
と

高
度
獣
医
療
提
供
に
よ
る
地
域
貢
献
を
目
指
し
て

│ 

共
同
獣
医
学
部
附
属
動
物
病
院
の
使
命 

│

欧
州
の
獣
医
学
教
育
認
証
機
構
に
よ
る
認

証
を
睨
ん
だ
改
革
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

改
革
を
進
め
る
中
で
、
動
物
病
院
の
機
能

拡
張
と
充
実
が
求
め
ら
れ
、
今
回
、
小
動

物
診
療
セ
ン
タ
ー
の
新
営
と
大
動
物
診
療

セ
ン
タ
ー
の
改
修
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

鹿
児
島
市
中
心
地
に
位
置
す
る
本
院
は
、

と
り
わ
け
60
万
の
人
口
を
抱
え
る
鹿
児
島

市
域
か
ら
の
利
便
性
に
優
れ
て
い
る
の
も

特
徴
で
す
。
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
皆
様
、
地

域
の
臨
床
獣
医
師
の
先
生
方
と
十
分
な
信

頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
南
九
州
の
中
核

施
設
と
し
て
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
獣
医
療

を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

共
同
獣
医
学
部
で
は
地
域
貢
献
、
教
育
・

研
究
、
国
際
化
と
い
う
３
つ
の
テ
ー
マ
が

活
動
の
柱
に
あ
り
ま
す
。
学
部
附
属
の
動

物
病
院
も
、
開
か
れ
た
動
物
病
院
と
し
て

地
域
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
獣
医
師
と

し
て
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成

す
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

地
域
貢
献
に
関
し
て
は
、
犬
、
猫
な
ど

伴
侶
動
物
の
診
察
に
お
い
て
高
度
な
獣
医

療
を
提
供
す
る
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
と

捉
え
て
い
ま
す
。
一
般
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
動
物
病
院

の
二
次
診
療
施
設
と
し
て
高
度
な
獣
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
地
域
社
会
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
畜
産
県
に
位
置
す
る
獣
医
療
の
拠

点
と
し
て
、
牛
を
中
心
と
し
た
産
業
動
物
、

さ
ら
に
馬
の
診
療
施
設
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
獣
医
系
大
学
の
附
属
動
物
病

院
の
中
で
も
他
に
類
を
見
な
い
特
徴
と
言

え
ま
す
。

他
方
、
教
育
と
い
う
側
面
に
お
い
て
、

獣
医
学
部
で
は
国
際
的
に
即
戦
力
と
し
て

活
躍
で
き
る
獣
医
師
の
養
成
を
目
指
し
、

共同獣医学部
臨床獣医学講座 教授
附属動物病院長　遠藤 泰之

共同獣医学部附属動物病院　整備概要

【既設建物】 動物病院
構造：鉄筋コンクリート造
階数：地上２階
面積：1,463㎡

【新築】 伴侶動物
構造：鉄筋コンクリート造
階数：地上３階
整備面積：2,562㎡

【改修】 産業動物他
構造：鉄筋コンクリート造
階数：地上２階
改修面積：720㎡

（全体面積1,463㎡）

特集 高度な獣医療と獣医師教育を推進する拠点施設として
共同獣医学部附属動物病院整備事業のあらまし
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小
動
物
診
療
セ
ン
タ
ー

新
築
さ
れ
た
小
動
物
診
療
セ
ン
タ
ー（
地

上
３
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
２
５
６
２
平

方
メ
ー
ト
ル
）
は
、
診
察
室
を
従
来
の
２

倍
の
８
室
へ
、
手
術
室
は
２
室
か
ら
５
室

へ
と
拡
充
し
ま
し
た
。
一
般
診
察
室
は
犬

用
5
室
、
猫
用
2
室
、
夜
間
救
急
用
1
室

を
設
置
。
こ
れ
ら
の
う
ち
3
室
は
参
加
型

実
習
に
対
応
し
、
そ
の
他
に
隔
離
診
察
・

処
置
・
入
院
室
を
新
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、

運
動
器
具
を
備
え
た
理
学
療
法
室
や
動
物

の
高
齢
化
に
伴
っ
て
需
要
が
増
え
て
い
る

腫
瘍
に
対
す
る
化
学
療
法
室
、
眼
科
検
査

室
、
歯
科
の
治
療
室
も
新
設
し
ま
し
た
。

屋
上
に
は
ド
ッ
グ
ラ
ン
を
設
け
、
主
に
回

復
期
の
動
物
た
ち
向
け
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

同
時
に
、
夜
間
診
療
体
制
の
拡
充
に
合

わ
せ
、
当
直
室
や
ス
タ
ッ
フ
ル
ー
ム
を
新

設
。
新
体
制
で
の
診
療
が
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

手術室

参加型実習診療室
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特集 高度な獣医療と獣医師教育を推進する拠点施設として
共同獣医学部附属動物病院整備事業のあらまし

犬待合室

犬入院室・大型

臨床検査室

犬入院室・小型

内視鏡・歯科治療室

猫入院室

ドッグラン

猫待合室

2017 Summer        KADAI JOURNAL No.205 2017 Summer        KADAI JOURNAL No.20505 2017 Summer        KADAI JOURNAL No.205



特集 高度な獣医療と獣医師教育を推進する拠点施設として
共同獣医学部附属動物病院整備事業のあらまし

犬待合室

犬入院室・大型

臨床検査室

犬入院室・小型

内視鏡・歯科治療室

猫入院室

ドッグラン

猫待合室
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大
動
物
診
療
セ
ン
タ
ー

大
動
物
診
療
セ
ン
タ
ー
（
延
べ
床
面
積

１
４
６
３
平
方
メ
ー
ト
ル
）
は
従
来
の
２

階
建
て
の
動
物
病
院
を
改
修
。
防
疫
対
策

と
し
て
一
般
入
院
設
備
の
拡
充
及
び
病
理

解
剖
室
、
隔
離
処
置
室
な
ど
を
新
設
し
ま

し
た
。
国
内
有
数
の
畜
産
地
帯
に
立
つ
拠

点
動
物
病
院
と
し
て
、
健
や
か
な
産
業
動

物
の
育
成
と
食
肉
の
安
全
確
保
、
人
畜
共

通
伝
染
病
の
感
染
防
御
等
に
貢
献
し
て
ま

い
り
ま
す
。

牛・馬繋留場

大動物診療センター

隔離施設
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■診療のご案内

診察受付時間（月～金曜日）
※完全予約制

午前の外来診療 9：00～11：00
午後の外来診療 14：00～16：00
夜間（救急）診療 19：00～翌6：00

休診日 土曜日・日曜日・祝日・大学休業日（お盆・年末年始）

お問い合わせ先

鹿児島大学共同獣医学部附属動物病院 ..................TEL: 099-285-8750
夜間（救急）診療専用 ................................................TEL: 099-285-8671
※昼間予約電話で夜間診療のご予約・ご相談は受け付けておりません。
※犬・猫以外の動物については受付にてお問い合わせください。

■夜間（救急）診療について
○夜間診療のご予約・ご相談は当日の夜に受け付けます。　【完全予約制】
○夜間専用電話で昼間診療のご予約・ご相談は受け付けておりません。
○かかりつけの動物病院がある場合は、その休診中となる夜間での検査や応急処置を行
います。翌日以降は、かかりつけの動物病院での受診をお願いいたします。
○かかりつけの動物病院がない場合も対応いたします。
○診療内容によっては対応できない場合があります。
○服用中のお薬、検査データがありましたらご持参ください。
○通常の診療料金に夜間診療料金が加算されます。
○ワクチンなどの予防接種は行っておりません。
○飼い主のいない動物の治療等は、連れてこられた方の責任でお願いいたします。
○受付の順番に関わらず、緊急患者優先とさせていただく場合があります。
○診察の混み具合によっては、多少お待ちいただく場合があります。

特集 高度な獣医療と獣医師教育を推進する拠点施設として
共同獣医学部附属動物病院整備事業のあらまし

供血犬・供血猫のボランティアお
よび輸血が必要な患者さんのため
に血液を提供していただけるドナー
を募集しています。供血犬・供血猫
ボランティア、および輸血ドナーに登

録いただける方は、獣医
師が詳細をご説明
しますので、受
付までご連絡
ください。

求めています！

録いただける方は、獣医
師が詳細をご説明

軽
種
馬
診
療
セ
ン
タ
ー

南
九
州
に
お
け
る
馬
獣
医
療
基
地
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
、
軽
種
馬
生
産
お
よ

び
育
成
の
基
盤
強
化
へ
の
貢
献
を
目
的
と

し
て
平
成
20
年
12
月
、
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

軽
種
馬
生
産
お
よ
び
育
成
に
関
す
る
情
報

提
供
や
現
地
指
導
な
ど
を
実
施
。
獣
医
療

に
関
す
る
新
た
な
技
術
開
発
を
推
進
す
る

研
究
施
設
と
し

て
、
ま
た
国
内

で
も
数
少
な
い

馬
獣
医
療
の
教

育
施
設
と
し
て

貢
献
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い

ま
す
。

大
隅
産
業
動
物
診
療
研
修
セ
ン
タ
ー

本
学
で
は
大
隅
半
島
の
畜
産
振
興
と
人

材
育
成
を
目
指
し
、
平
成
28
年
5
月
、
曽

於
郡
大
崎
町
に
大
隅
産
業
動
物
診
療
研
修

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。
共
同
獣
医

学
部
教
職
員
が
常
駐
し
、
畜
産
家
向
け
の

研
修
会
を
開
く
ほ
か
、
家
畜
伝
染
病
の
発

生
に
際
し
て
は
検
体
持
ち
込
み
の
窓
口
と

し
て
の
機
能
を
果
た
し
ま
す
。
ま
た
、
獣

医
師
を
目
指
す
学
生
の
臨
床
実
習
基
地
と

し
て
の
役
割
も
担
い
、体
制
の
充
実
を
図
っ

て
い
ま
す
。

［夜間診療体制拡充］ 平日24時間体制スタート！ 伴侶動物診療科
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■診療のご案内

診察受付時間（月～金曜日）
※完全予約制

午前の外来診療 9：00～11：00
午後の外来診療 14：00～16：00
夜間（救急）診療 19：00～翌6：00

休診日 土曜日・日曜日・祝日・大学休業日（お盆・年末年始）

お問い合わせ先

鹿児島大学共同獣医学部附属動物病院 ..................TEL: 099-285-8750
夜間（救急）診療専用 ................................................TEL: 099-285-8671
※昼間予約電話で夜間診療のご予約・ご相談は受け付けておりません。
※犬・猫以外の動物については受付にてお問い合わせください。

■夜間（救急）診療について
○夜間診療のご予約・ご相談は当日の夜に受け付けます。　【完全予約制】
○夜間専用電話で昼間診療のご予約・ご相談は受け付けておりません。
○かかりつけの動物病院がある場合は、その休診中となる夜間での検査や応急処置を行
います。翌日以降は、かかりつけの動物病院での受診をお願いいたします。
○かかりつけの動物病院がない場合も対応いたします。
○診療内容によっては対応できない場合があります。
○服用中のお薬、検査データがありましたらご持参ください。
○通常の診療料金に夜間診療料金が加算されます。
○ワクチンなどの予防接種は行っておりません。
○飼い主のいない動物の治療等は、連れてこられた方の責任でお願いいたします。
○受付の順番に関わらず、緊急患者優先とさせていただく場合があります。
○診察の混み具合によっては、多少お待ちいただく場合があります。

特集 高度な獣医療と獣医師教育を推進する拠点施設として
共同獣医学部附属動物病院整備事業のあらまし

供血犬・供血猫のボランティアお
よび輸血が必要な患者さんのため
に血液を提供していただけるドナー
を募集しています。供血犬・供血猫
ボランティア、および輸血ドナーに登

録いただける方は、獣医
師が詳細をご説明
しますので、受
付までご連絡
ください。

求めています！

録いただける方は、獣医
師が詳細をご説明

軽
種
馬
診
療
セ
ン
タ
ー

南
九
州
に
お
け
る
馬
獣
医
療
基
地
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
、
軽
種
馬
生
産
お
よ

び
育
成
の
基
盤
強
化
へ
の
貢
献
を
目
的
と

し
て
平
成
20
年
12
月
、
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

軽
種
馬
生
産
お
よ
び
育
成
に
関
す
る
情
報

提
供
や
現
地
指
導
な
ど
を
実
施
。
獣
医
療

に
関
す
る
新
た
な
技
術
開
発
を
推
進
す
る

研
究
施
設
と
し

て
、
ま
た
国
内

で
も
数
少
な
い

馬
獣
医
療
の
教

育
施
設
と
し
て

貢
献
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い

ま
す
。

大
隅
産
業
動
物
診
療
研
修
セ
ン
タ
ー

本
学
で
は
大
隅
半
島
の
畜
産
振
興
と
人

材
育
成
を
目
指
し
、
平
成
28
年
5
月
、
曽

於
郡
大
崎
町
に
大
隅
産
業
動
物
診
療
研
修

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。
共
同
獣
医

学
部
教
職
員
が
常
駐
し
、
畜
産
家
向
け
の

研
修
会
を
開
く
ほ
か
、
家
畜
伝
染
病
の
発

生
に
際
し
て
は
検
体
持
ち
込
み
の
窓
口
と

し
て
の
機
能
を
果
た
し
ま
す
。
ま
た
、
獣

医
師
を
目
指
す
学
生
の
臨
床
実
習
基
地
と

し
て
の
役
割
も
担
い
、体
制
の
充
実
を
図
っ

て
い
ま
す
。

［夜間診療体制拡充］ 平日24時間体制スタート！ 伴侶動物診療科
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伊
藤 

奈
賀
子

大
学
の
教
育
改
革
に
関
す
る
議
論
の
中
で

注
目
を
集
め
て
い
る
学
習
の
手
法
。
ア
ク

テ
ィ
ブ
と
い
う
言
葉
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
学
生
が

活
発
に
行
動
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
持
た
れ
が

ち
だ
が
、
大
切
な
の
は
「
学
習
者
の
頭
の

中
が
活
発
に
動
い
て
い
る
こ
と
」
だ
と
い

う
。
グ
ル
ー
プ
学
習
や
プ
レ
ゼ
ン
は
、
考
え

た
こ
と
を
発
表
す
る
機
会
と
し
て
設
定
さ

れ
て
い
る
も
の
だ
が
、
他
者
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
課
題
を
解
決

し
て
い
く
過
程
そ
の
も
の
も
学
び
。「
誰
か

が
や
っ
て
く
れ
る
、
と
み
ん
な
が
思
っ
て
い

れ
ば
、
課
題
は
解
決
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、

深
刻
な
状
況
に
陥
り
か
ね
ま
せ
ん
」

　後
日
、
全
15
回
に
わ
た
る
講
座
の
中

盤
で
行
わ
れ
た
中
間
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
見
学

し
た
。
各
グ
ル
ー
プ
の
研

究
テ
ー
マ
は
「
現
代
社
会

の
抱
え
る
課
題
」
と
い
う

範
疇
に
入
る
も
の
で
あ
れ

ば
ど
ん
な
分
野
で
も
よ

く
、
発
表
の
方
法
も
自

由
だ
。
手
書
き
の
フ
リ
ッ

プ
を
掲
げ
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
れ
ば
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
て
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
し

た
資
料
を
提
示
す
る
グ
ル
ー
プ
も
見
ら
れ

た
。
前
回
の
授
業
で
、
少
子
高
齢
化
と

い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
た
あ

る
グ
ル
ー
プ
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
労

働
力
不
足
に
テ
ー
マ
を
絞
り
、
調
査
・
分

析
を
進
め
て
い
た
。
そ
の
ほ
か
、
人
工
知

能
（
A
I
）
と
人
間
の
共
生
、
貧
困
の

中
で
の
子
育
て
、
待
機
児
童
問
題
な
ど
、

大
き
な
テ
ー
マ
の
中
か
ら
焦
点
を
徐
々
に

絞
っ
て
き
た
足
跡
が
、
各
グ
ル
ー
プ
の
発

表
か
ら
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。
発
表
後
、

感
想
を
聞
く
と
「
緊
張
し
た
」「
周
り
の

レ
ベ
ル
が
高
く
て
驚
い
た
」「
準
備
の
段
階

で
、
積
極
的
に
取
り
組
む
人
と
そ
う
で

な
い
人
の
差
が
あ
っ
た
」
な
ど
の
声
が

返
っ
て
き
た
。
学
生
た
ち
の
頭
の
中
で
、

確
実
に
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
」
へ
の
ス
イ
ッ
チ
が

入
っ
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
風
景
で

あ
っ
た
。
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図
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学
部
混
成
型
の
ク
ラ
ス
編
成
で

他
者
と
の
協
働
を
学
ぶ

　
大
学
進
学
率
が
過
半
数
に
達
す
る
現

在
、
諸
大
学
で
は
新
入
生
を
対
象
と
す

る
初
年
次
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

本
学
に
お
い
て
も
、
全
学
部
の
１
年
生
を

対
象
と
し
た
必
修
科
目
「
初
年
次
セ
ミ

ナ
ー
Ⅰ
」
が
２
０
１
６
年
度
よ
り
ス
タ
ー

ト
し
た
。
授
業
内
容
は
、
メ
モ
の
取
り

方
か
ら
図
書
館
活
用
法
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
要
点
、
効
果
的
な
質
疑
応
答
の

仕
方
な
ど
、
学
習
・
研
究
活
動
の
基
礎

力
を
育
む
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い

る
。
い
わ
ば
「
大
学
で
学
ぶ
た
め
の
ス
キ

ル
を
学
ぶ
」
授
業
な
の
だ
。
講
座
の
運

営
に
当
た
る
伊
藤
先
生
の
授
業
を
覗
い

て
み
た
。

　「レ
ポ
ー
ト
の
タ
イ
ト
ル
に
は
『
〜
に
つ

い
て
』
と
い
う
も
の
が
多
い
の
で
す
が
、

『
〜
』
に
出
て
く
る
言
葉
は
結
構
広
い
範

囲
の
言
葉
が
多
い
。
そ
の
中
で
あ
な
た
は

何
に
関
心
を
持
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と

は
伝
わ
り
づ
ら
い
わ
け
で
す
。
タ
イ
ト
ル

も
、
相
手
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
材
料
の
１
つ

だ
と
い
う
こ
と
を
頭
に
入
れ
て
く
だ
さ

い
」。
宿
題
の
レ
ポ
ー
ト
を
返
し
な
が
ら
、

「
初
年
次
セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ
」（共
通
教
育
科
目
）

学
術
研
究
院

　総
合
科
学
域

総
合
教
育
学
系

　准
教
授

先
生

潜入ルポ

～学びの部屋～

鹿児島大学 学術研究院 総合科学域 総合教育学
系 准教授、鹿児島大学 総合教育機構 高等教育研
究開発センター
【最終学歴】名古屋大学大学院教育発達科学研究科
博士課程後期課程満期退学
【学部卒】名古屋大学教育学部
【学位】博士（教育）、名古屋大学、2010年12月
【所属学会】日本教育社会学会、日本高等教育学会
【専門分野】教育社会学、高等教育論
【研究テーマ】◯高等教育カリキュラム ◯日本語ラ
イティング

伊藤 奈賀子 (いとう・ながこ) 准教授 

頭
と
心
を
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
す
る
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受
け
手
側
を
意
識
す
る
視
点
を
持
つ
こ
と

の
大
切
さ
を
伊
藤
先
生
は
説
く
。「
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
、
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
に
は
ど
ん
な
タ
イ
ト
ル
を
つ

け
る
か
、
き
ち
ん
と
考
え
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

　「初
年
次
セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ
」の
１
ク
ラ
ス
は
、

複
数
の
学
部
生
30
人
程
度
で
編
成
さ
れ
、

授
業
は
、
本
学
の
教
職
員
に
よ
っ
て
編
集

さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
学
び
を
深
め
る
た
め
、
５
、
６

人
の
グ
ル
ー
プ
単
位
に
よ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
型
の
学
習
を
取
り
入
れ
て
い

る
の
も
こ
の
授
業
の
特
徴
だ
。
情
報
収
集

力
や
論
理
的
思
考
力
な
ど
に
加
え
、
他
者

と
協
働
す
る
中
で
求
め
ら
れ
る
幅
広
い
人

間
力
の
養
成
も
教
育
目
標
の
１
つ
で
あ

る
。
面
識
の
な
い
学
生
同
士
が
グ
ル
ー
プ

を
組
み
、
グ
ル
ー
プ
名
を
決
め
、
テ
ー
マ

を
設
定
し
、
最
終
的
に
ク
ラ
ス
内
で
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
の
で
あ
る
。
授

業
を
聞
く
だ
け
の
「
受
け
身
」
の
授
業
と

は
異
な
る
、一
種
の
緊
張
感
が
教
室
に
漂
っ

て
い
る
。

　ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
、
近
年
、

活動の進め方はグループ次第 大学でうまく学ぶためのスキルがこの１冊に凝縮

大学で学ぶための
基本的スキルを学ぶ

ス
イ
ッ
チ
・
オ
ン
！



伊
藤 

奈
賀
子

大
学
の
教
育
改
革
に
関
す
る
議
論
の
中
で

注
目
を
集
め
て
い
る
学
習
の
手
法
。
ア
ク

テ
ィ
ブ
と
い
う
言
葉
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
学
生
が

活
発
に
行
動
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
持
た
れ
が

ち
だ
が
、
大
切
な
の
は
「
学
習
者
の
頭
の

中
が
活
発
に
動
い
て
い
る
こ
と
」
だ
と
い

う
。
グ
ル
ー
プ
学
習
や
プ
レ
ゼ
ン
は
、
考
え

た
こ
と
を
発
表
す
る
機
会
と
し
て
設
定
さ

れ
て
い
る
も
の
だ
が
、
他
者
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
課
題
を
解
決

し
て
い
く
過
程
そ
の
も
の
も
学
び
。「
誰
か

が
や
っ
て
く
れ
る
、
と
み
ん
な
が
思
っ
て
い

れ
ば
、
課
題
は
解
決
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、

深
刻
な
状
況
に
陥
り
か
ね
ま
せ
ん
」

　後
日
、
全
15
回
に
わ
た
る
講
座
の
中

盤
で
行
わ
れ
た
中
間
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
見
学

し
た
。
各
グ
ル
ー
プ
の
研

究
テ
ー
マ
は
「
現
代
社
会

の
抱
え
る
課
題
」
と
い
う

範
疇
に
入
る
も
の
で
あ
れ

ば
ど
ん
な
分
野
で
も
よ

く
、
発
表
の
方
法
も
自

由
だ
。
手
書
き
の
フ
リ
ッ

プ
を
掲
げ
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
れ
ば
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
て
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
し

た
資
料
を
提
示
す
る
グ
ル
ー
プ
も
見
ら
れ

た
。
前
回
の
授
業
で
、
少
子
高
齢
化
と

い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
た
あ

る
グ
ル
ー
プ
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
労

働
力
不
足
に
テ
ー
マ
を
絞
り
、
調
査
・
分

析
を
進
め
て
い
た
。
そ
の
ほ
か
、
人
工
知

能
（
A
I
）
と
人
間
の
共
生
、
貧
困
の

中
で
の
子
育
て
、
待
機
児
童
問
題
な
ど
、

大
き
な
テ
ー
マ
の
中
か
ら
焦
点
を
徐
々
に

絞
っ
て
き
た
足
跡
が
、
各
グ
ル
ー
プ
の
発

表
か
ら
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。
発
表
後
、

感
想
を
聞
く
と
「
緊
張
し
た
」「
周
り
の

レ
ベ
ル
が
高
く
て
驚
い
た
」「
準
備
の
段
階

で
、
積
極
的
に
取
り
組
む
人
と
そ
う
で

な
い
人
の
差
が
あ
っ
た
」
な
ど
の
声
が

返
っ
て
き
た
。
学
生
た
ち
の
頭
の
中
で
、

確
実
に
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
」
へ
の
ス
イ
ッ
チ
が

入
っ
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
風
景
で

あ
っ
た
。
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学
部
混
成
型
の
ク
ラ
ス
編
成
で

他
者
と
の
協
働
を
学
ぶ

　
大
学
進
学
率
が
過
半
数
に
達
す
る
現

在
、
諸
大
学
で
は
新
入
生
を
対
象
と
す

る
初
年
次
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

本
学
に
お
い
て
も
、
全
学
部
の
１
年
生
を

対
象
と
し
た
必
修
科
目
「
初
年
次
セ
ミ

ナ
ー
Ⅰ
」
が
２
０
１
６
年
度
よ
り
ス
タ
ー

ト
し
た
。
授
業
内
容
は
、
メ
モ
の
取
り

方
か
ら
図
書
館
活
用
法
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
要
点
、
効
果
的
な
質
疑
応
答
の

仕
方
な
ど
、
学
習
・
研
究
活
動
の
基
礎

力
を
育
む
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い

る
。
い
わ
ば
「
大
学
で
学
ぶ
た
め
の
ス
キ

ル
を
学
ぶ
」
授
業
な
の
だ
。
講
座
の
運

営
に
当
た
る
伊
藤
先
生
の
授
業
を
覗
い

て
み
た
。

　「レ
ポ
ー
ト
の
タ
イ
ト
ル
に
は
『
〜
に
つ

い
て
』
と
い
う
も
の
が
多
い
の
で
す
が
、

『
〜
』
に
出
て
く
る
言
葉
は
結
構
広
い
範

囲
の
言
葉
が
多
い
。
そ
の
中
で
あ
な
た
は

何
に
関
心
を
持
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と

は
伝
わ
り
づ
ら
い
わ
け
で
す
。
タ
イ
ト
ル

も
、
相
手
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
材
料
の
１
つ

だ
と
い
う
こ
と
を
頭
に
入
れ
て
く
だ
さ

い
」。
宿
題
の
レ
ポ
ー
ト
を
返
し
な
が
ら
、

「
初
年
次
セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ
」（共
通
教
育
科
目
）

学
術
研
究
院

　総
合
科
学
域

総
合
教
育
学
系

　准
教
授

先
生

潜入ルポ

～学びの部屋～

鹿児島大学 学術研究院 総合科学域 総合教育学
系 准教授、鹿児島大学 総合教育機構 高等教育研
究開発センター
【最終学歴】名古屋大学大学院教育発達科学研究科
博士課程後期課程満期退学
【学部卒】名古屋大学教育学部
【学位】博士（教育）、名古屋大学、2010年12月
【所属学会】日本教育社会学会、日本高等教育学会
【専門分野】教育社会学、高等教育論
【研究テーマ】◯高等教育カリキュラム ◯日本語ラ
イティング

伊藤 奈賀子 (いとう・ながこ) 准教授 

頭
と
心
を
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
す
る
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受
け
手
側
を
意
識
す
る
視
点
を
持
つ
こ
と

の
大
切
さ
を
伊
藤
先
生
は
説
く
。「
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
、
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
に
は
ど
ん
な
タ
イ
ト
ル
を
つ

け
る
か
、
き
ち
ん
と
考
え
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

　「初
年
次
セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ
」の
１
ク
ラ
ス
は
、

複
数
の
学
部
生
30
人
程
度
で
編
成
さ
れ
、

授
業
は
、
本
学
の
教
職
員
に
よ
っ
て
編
集

さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
学
び
を
深
め
る
た
め
、
５
、
６

人
の
グ
ル
ー
プ
単
位
に
よ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
型
の
学
習
を
取
り
入
れ
て
い

る
の
も
こ
の
授
業
の
特
徴
だ
。
情
報
収
集

力
や
論
理
的
思
考
力
な
ど
に
加
え
、
他
者

と
協
働
す
る
中
で
求
め
ら
れ
る
幅
広
い
人

間
力
の
養
成
も
教
育
目
標
の
１
つ
で
あ

る
。
面
識
の
な
い
学
生
同
士
が
グ
ル
ー
プ

を
組
み
、
グ
ル
ー
プ
名
を
決
め
、
テ
ー
マ

を
設
定
し
、
最
終
的
に
ク
ラ
ス
内
で
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
の
で
あ
る
。
授

業
を
聞
く
だ
け
の
「
受
け
身
」
の
授
業
と

は
異
な
る
、一
種
の
緊
張
感
が
教
室
に
漂
っ

て
い
る
。

　ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
、
近
年
、

活動の進め方はグループ次第 大学でうまく学ぶためのスキルがこの１冊に凝縮

大学で学ぶための
基本的スキルを学ぶ

ス
イ
ッ
チ
・
オ
ン
！



OB OG Interview     02
手当たり次第にビジネスへの入り口をこじ開けた学生時代。
時代にそぐわない既成概念を打ち壊して次代へ進め！

子

OB

ど
も
の
頃
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
に
熱
中
し
、体
育
の
教

師
を
目
指
し
て
教
育
学
部
保
健

体
育
科
に
入
学
し
た
の
で
す
が
、

教
育
界
に
違
和
感
を
覚
え
、何
か

他
に
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
と
模
索
し
始
め
た
の
が
３

年
生
の
頃
で
す
。バ
ス
ケ
の
部
活

で
鍛
え
た
体
力
だ
け
は
あ
る
、と

チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
ポ
ス
テ
ィ

ン
グ
事
業
を
手
掛
け
た
の
で
す

が
、無
計
画
で
始
め
た
の
で
す
ぐ

に
行
き
詰
ま
り
ま
し
た
。

　次
に
思
い
つ
い
た
の
が
、当
時

学
生
起
業
家
が
話
題
に
な
っ
て

い
た
I
T
事
業
で
す
。友
人（
現

在
の
共
同
経
営
者
・
高
橋
亮
さ

ん
）を
誘
っ
て
、初
歩
的
な
失
敗

を
数
々
重
ね
な
が
ら
も
、ユ
ー

ザ
ー
同
士
が
物
々
交
換
で
き
る

ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
を
リ
リ
ー
ス
。さ

ら
に
鹿
大
生
向
け
の
S
N
S
を

開
発
し
、新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を

ユ
ー
ザ
ー
に
提
供
す
る
喜
び
と

感
動
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　そ
の
S
N
S
を
契
機
と
し
て

出
会
っ
た
小
田
先
生（
本
学
学
術

情
報
基
盤
セ
ン
タ
ー
助
教
）に
さ

ま
ざ
ま
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、東
京
で
開
催
さ
れ

た
学
生
向
け
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ

ス
ト
に
出
場
。大
手
I
T
企
業
の

技
術
者
や
国
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
学
生
た
ち
の
柔
軟
な
発
想
と

情
熱
に
触
れ
、イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ

れ
る
と
同
時
に
自
分
の
や
っ
て

き
た
こ
と
が
間
違
っ
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
確
信
を
持
つ
こ
と
が

で
き
、起
業
を
決
め
ま
し
た
。

　今
の
時
代
、何
か
成
す
こ
と
へ

の
ハ
ー
ド
ル
は
低
く
、鹿
児
島
に

い
て
も
世
界
を
相
手
に
す
る
こ

と
は
で
き
ま
す
。う
ち
の
ゲ
ー
ム

の
ユ
ー
ザ
ー
も
ア
ジ
ア
各
国
に

ま
た
が
っ
て
い
ま
す
。既
成
概
念

を
打
ち
破
っ
て
、い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
い
と

思
い
ま
す
。僕
の
次
の
目
標
は
、

会
社
を
上
場
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
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三味線ざんまいの日々に訪れた、思わぬ転機、

教育実習で得た学びを創作に生かし 今なお精進中。
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OB

大
学
時
代
は
邦
楽
部
に
入
っ

て
三
味
線
ば
か
り
弾
い
て

い
ま
し
た
。鹿
大
邦
楽
部
は
み
ん

な
レ
ベ
ル
が
高
か
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
中
で
も
か
な
り
上
達
し
て
、

一
時
期
は
プ
ロ
を
目
指
す
こ
と
も

考
え
て
い
ま
し
た
。た
だ
、部
活
に

没
頭
し
て
い
た
た
め
必
須
単
位
が

不
足
し
、３
年
生
の
時
、教
育
実

習
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。で
す
が
、こ
の
時
、鹿
大
で

美
術
の
学
会
が
開
か
れ
た
こ
と
が

転
機
に
な
り
ま
し
た
。学
生
が
み

ん
な
実
習
に
行
っ
て
い
て
不
在
な

の
で
、僕
が
学
会
の
準
備
を
す
る

羽
目
に
な
っ
た
の
で
す
。先
生
や
先

輩
に
つ
き
っ
き
り
で
印
刷
物
の
作

り
方
を
学
び
な
が
ら
ポ
ス
タ
ー
や

垂
れ
幕
、名
札
に
至
る
ま
で
制
作

し
ま
し
た
。お
陰
で
夏
休
み
が
終

わ
る
頃
に
は
、誰
よ
り
も
デ
ザ
イ
ン

力
が
身
に
つ
い
て
い
た
ん
で
す
。

　４
年
時
に
は
教
育
実
習
に
参

加
で
き
た
の
で
す
が
、制
作
に
携

わ
り
た
い
気
持
ち
が
強
く
、卒
業

後
は
教
職
で
は
な
く
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
道
を
選
び
ま
し
た
。全
く
違
う

職
種
の
よ
う
で
す
が
、人
に
伝
え
る

と
い
う
と
こ
ろ
は
、教
職
も
デ
ザ
イ

ン
も
同
じ
。子
ど
も
に
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
、子
ど
も
の
自
由
な

発
想
を
引
き
出
す
、と
い
う
こ
と

を
考
え
さ
せ
て
く
れ
た
教
育
実
習

は
、創
作
の
仕
事
に
か
な
り
役

立
っ
て
い
ま
す
。

　僕
は
ず
っ
と
好
き
な
道
を
歩
い

て
き
ま
し
た
が
、何
で
あ
れ
、中
途

半
端
は
嫌
い
な
た
ち
で
す
。三
味

線
も
デ
ザ
イ
ン
も
、今
や
っ
て
い
る

ミ
ニ
チ
ュ
ア
写
真
も
、地
道
な
毎

日
の
継
続
が
あ
っ
て
こ
そ
力
が
つ

く
。ア
イ
ディ
ア
が
枯
渇
す
る
ま
で

出
し
切
ら
な
い
と
次
が
出
て
こ
な

い
の
で
す
。そ
う
や
っ
て
１
つ
の
こ

と
を
追
求
し
て
い
く
と
、出
会
い

や
巡
り
合
わ
せ
に
よ
っ
て
転
機
が

訪
れ
る
。そ
こ
で
選
ん
だ
道
に
ま

た
没
頭
す
る
。僕
は
そ
ん
な
人
生

を
歩
い
て
い
ま
す
。
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。
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ザ
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と
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と
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を
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が
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め
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た
。
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の
時
代
、何
か
成
す
こ
と
へ

の
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に
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。
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鹿
児
島
大
学
学
術
研
究
院
理
工
学
域
理
学
系

総
合
教
育
機
構
　
高
等
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
長
　
理
学
部
副
学
部
長

 

S C H O L A R
I N T E R V I E W

小
山  

佳
一 

教
授

　学
部
、大
学
の
枠
を
超
え
て
実
現

し
た
の
が「
磁
場
に
よ
る
焼
酎
酵
母

菌
増
殖
抑
制
」の
研
究
だ
。一
人
の

学
生
の
疑
問
が
発
端
と
な
り
、農
学

部
の
髙
峯
和
則
教
授
と
東
北
大
学

の
協
力
を
得
て
研
究
が
進
め
ら
れ

た
。そ
の
結
果
、強
い
磁
場
を
か
け
る

と
焼
酎
酵
母
菌
が
増
殖
を
や
め
、磁

場
を
取
り
除
く
と
ま
た
元
気
に
増

殖
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
と
い
う
。

「
居
眠
り
、っ
て
僕
ら
呼
ん
で
る
ん
で

す
け
ど
、酵
母
菌
の
種
類
に
よ
っ
て

も
居
眠
り
す
る
磁
場
環
境
が
異

な
っ
た
の
も
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
し

た
」。さ
ま
ざ
ま
な
菌への
応
用
も
期

待
で
き
る
こ
の
技
術
は
、現
在
特
許

出
願
中
だ
と
い
う
。

　「物
理
が
対
象
に
し
て
い
る
の
は

自
然
現
象
。わ
た
し
た
ち
が
小
さ
い

時
か
ら
知
っ
て
い
る
こ
と
、感
じ
て

き
た
こ
と
を
見
て
い
る
だ
け
な
の

で
す
」。そ
う
は
いっ
て
も
、と
り
わ
け

文
系
の
人
間
に
と
っ
て
、物
理
は
難

解
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
拭
え
な
い。「
中

学
、高
校
の
授
業
で
数
式
を
扱
う
よ

う
に
な
る
と
、ア
レル
ギ
ー
反
応
を
示

す
子
も
多
い
で
す
よ
ね
。僕
自
身
、難

し
い
原
理
や
数
式
は
得
意
で
は
な

　小
山
先
生
率
い
る
磁
気
物
理
学
研

究
室
の
研
究
テ
ーマは「
磁
場
を
利
用

し
た
磁
性
材
料
の
研
究
開
発
」。磁
場

を
使
っ
て
新
し
い
物
質
を
合
成
す

る
、あ
る
い
は
化
学
反
応
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
と
い
う
こ
と
を
、実
験
を

通
し
て
追
究
し
てい
る
の
だ
。

　従
来
、A
元
素
と
B
元
素
か
ら

A
B
合
金
を
作
る
場
合
、高
温
で
溶

解
や
化
学
反
応
に
よっ
て
合
成
さ
せ

る
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
だ
。小
山
研
究

室
と
東
北
大
学
の
研
究
者
か
ら
な

る
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
、A
B
合
金

が
磁
石
合
金
な
ら
、た
と
え
A
元
素

と
B
元
素
が
磁
性
を
帯
び
てい
な
く

て
も
、強
い
磁
場
を
印
加
す
る
と
自

ら
A
B
磁
石
合
金
に
な
ろ
う
と
、A

と
B
の
合
成
反
応
が
著
し
く
促
進

さ
れ
、か
つ
磁
石
の
結
晶
が
一
方
向

に
そ
ろ
っ
て
成
長
す
る
と
い
う
こ
と

を
数
年
前
に
発
見
。さ
ら
に
今
年
初

頭
に
は
、磁
性
を
持
た
な
い
合
金（
マ

ン
ガ
ン
+
ア
ル
ミニ
ウ
ム
）を
強
い
磁
場

の
中
で
熱
処
理
す
る
と
、マン
ガ
ン
原

子
と
ア
ル
ミニ
ウ
ム
原
子
が
自
ら
磁

石
合
金
に
な
る
よ
う
に
移
動
す
る
こ

と
を
発
見
、強
い
磁
性
を
帯
び
た
磁

石
を
合
成
す
る
こ
と
に
成
功
し
た

か
っ
た
。難
し
い
こ
と
は
別
の
人
に

任
せ
て
、自
分
は
実
験
を
や
っ
て
い

こ
う
と
思
っ
た
わ
け
で
す
」。実
験
を

通
し
て
自
分
で
わ
かっ
た
こ
と
は
絶

対
に
忘
れ
な
い、と
先
生
は
言
う
。

「
ま
ず
は
自
分
で
実
験
を
し
て
み
て
、

わ
かっ
た
、そ
う
な
ん
だ
、と
い
う
手

ご
た
え
を
重
ね
て
い
け
ば
い
い
と
思

う
ん
で
す
。理
科
が
本
当
に
好
き
に

な
る
と
、数
式
が
必
要
に
な
っ
た
時

は
勉
強
す
る
も
の
で
す
」

　小
学
生
時
代
に
参
加
し
た
星
座

観
測
会
で
の
感
動
が
、科
学
を
志
し

た
原
点
。「
綺
麗
な
星
座
を
見
た
と

き
の
感
動
が
僕
を
引
っ
張
っ
て
く
れ

た
ん
で
す
」。自
分
が
体
験
し
た
感

動
を
若
い
世
代
に
も
感
じ
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
か
ら
、小
山
研
究
室
で
は

中
高
生
や
女
子
高
生
を
対
象
と
し

た
公
開
理
科
教
室
に
も
力
を
い
れ

て
い
る
。「
僕
が
お
し
ゃべり
し
た
い
と

い
う
の
が
一
番
の
動
機
で
す
け
ど
」。

D
J
に
な
る
夢
も
持
っ
て
い
た
と
い

う
先
生
の
屈
託
の
な
い
笑
い
声
に
は
、

学
問
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
磁
力
が

含
ま
れ
てい
た
。

﹇
用
語
の
説
明
﹈

☆
磁
場
…
磁
石
や
電
流
の
ま
わ
り
に
生
じ
る
、

磁
力
の
働
い
てい
る
空
間
。

☆
強
い
磁
場
…
１
Ｔ（
テ
ス
ラ
）は
地
磁
気
の
２

万
倍
の
強
さ
の
磁
場
。本
文
中
の「
強
い
磁
場
」は

最
大
20
Ｔ（
地
磁
気
の
40
万
倍
）の
磁
場

冷蔵庫やホワイトボードにチラシを貼り付けるマグネットやカバンの留め金のほか、パソ
コンや携帯電話、ハイブリッドカー、MRIなど、磁石はありとあらゆる場面で、私たちの快
適な暮らしを支えてくれている。これら磁石の持つ力（磁力）を使って新しい物質の合成と
制御、さらに、酵母菌のコントロールまで幅広い研究に携わり、常に世界初を目指す「磁
力」のオーソリティー小山先生にお話を伺った。
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科学研究の源は「面白い！」
～磁力を使って作り出す、常識破りの新技術を世界へ～

常
識
を
超
え
た
物
質
を

生
み
出
す

物
理
は
面
白
い

枠
を
超
え
る

小山先生の論文集小山先生の論文集

と
発
表
し
た
。ニッ
ケ
ル
や
コバル
ト
な

ど
高
価
な
レ
アメ
タ
ル
を
使
用
し
な

い
た
め
、将
来
的
に
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

カ
ー
な
ど
に
使
わ
れ
る
強
力
で
安
定

的
な
磁
石
を
安
価
に
生
産
す
る
こ

と
も
可
能
に
な
る
。ま
た
、新
た
な
素

材
の
組
み
合
わ
せ
に
よっ
て
磁
石
を

合
成
す
る
可
能
性
も
広
がっ
た
。

　研
究
室
で
は
東
北
大
学
や
東
京

大
学
な
ど
と
の
共
同
研
究
を
積
極

的
に
進
め
て
い
る
。「
鹿
児
島
大
学
と

い
う
枠
に
と
ら
わ
れ
る
と
小
さ
く
な

る
。枠
を
越
え
る
こ
と
で
す
」と
小
山

先
生
。「
例
え
ば
鹿
大
で
の
予
算
や

実
験
施
設
が
不
足
で
あ
れ
ば
、他
の

所
で
実
現
で
き
な
い
か
探
っ
て
み
る
。

小
山
に
分
か
ら
な
い
話
で
あ
れ
ば
、

ほ
か
の
専
門
家
を
探
し
な
さ
い、と

学
生
に
は
常
々
言
っ
て
い
ま
す
」。大

事
な
こ
と
は
、自
分
は
何
が
し
た
い

の
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
、と
小
山

先
生
は
語
る
。「
自
分
が
熱
い
気
持
ち

で
目
標
に
向
かっ
て
い
れ
ば
、必
ず
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
人
に
出
会
い、受

け
入
れ
先
に
も
理
解
し
て
も
ら
え
る

も
の
な
ん
で
す
」。情
熱
と
行
動
力
で

道
を
開
い
て
き
た
自
ら
の
体
験
を
も

と
に
し
た
言
葉
だ
。

鹿児島大学小山研究室で開発した実験装置を東北大学
の20T強磁場発生装置に設置。この装置で世界最高磁
場中の高温熱処理ー急冷が可能になった。

磁石で鉄球を引き付けて、磁場の強さを実感。実験は
この磁石の10-40倍の磁場（磁力）を用いて行う。
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小
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佳
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教
授

　学
部
、大
学
の
枠
を
超
え
て
実
現

し
た
の
が「
磁
場
に
よ
る
焼
酎
酵
母

菌
増
殖
抑
制
」の
研
究
だ
。一
人
の

学
生
の
疑
問
が
発
端
と
な
り
、農
学

部
の
髙
峯
和
則
教
授
と
東
北
大
学

の
協
力
を
得
て
研
究
が
進
め
ら
れ

た
。そ
の
結
果
、強
い
磁
場
を
か
け
る

と
焼
酎
酵
母
菌
が
増
殖
を
や
め
、磁

場
を
取
り
除
く
と
ま
た
元
気
に
増

殖
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
と
い
う
。

「
居
眠
り
、っ
て
僕
ら
呼
ん
で
る
ん
で

す
け
ど
、酵
母
菌
の
種
類
に
よ
っ
て

も
居
眠
り
す
る
磁
場
環
境
が
異

な
っ
た
の
も
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
し

た
」。さ
ま
ざ
ま
な
菌への
応
用
も
期

待
で
き
る
こ
の
技
術
は
、現
在
特
許

出
願
中
だ
と
い
う
。

「
物
理
が
対
象
に
し
て
い
る
の
は

自
然
現
象
。わ
た
し
た
ち
が
小
さ
い

時
か
ら
知
っ
て
い
る
こ
と
、感
じ
て

き
た
こ
と
を
見
て
い
る
だ
け
な
の

で
す
」。そ
う
は
いっ
て
も
、と
り
わ
け

文
系
の
人
間
に
と
っ
て
、物
理
は
難

解
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
拭
え
な
い。「
中

学
、高
校
の
授
業
で
数
式
を
扱
う
よ

う
に
な
る
と
、ア
レル
ギ
ー
反
応
を
示

す
子
も
多
い
で
す
よ
ね
。僕
自
身
、難

し
い
原
理
や
数
式
は
得
意
で
は
な

小
山
先
生
率
い
る
磁
気
物
理
学
研

究
室
の
研
究
テ
ーマは「
磁
場
を
利
用

し
た
磁
性
材
料
の
研
究
開
発
」。磁
場

を
使
っ
て
新
し
い
物
質
を
合
成
す

る
、あ
る
い
は
化
学
反
応
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
と
い
う
こ
と
を
、実
験
を

通
し
て
追
究
し
てい
る
の
だ
。

　従
来
、A
元
素
と
B
元
素
か
ら

A
B
合
金
を
作
る
場
合
、高
温
で
溶

解
や
化
学
反
応
に
よっ
て
合
成
さ
せ

る
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
だ
。小
山
研
究

室
と
東
北
大
学
の
研
究
者
か
ら
な

る
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
、A
B
合
金

が
磁
石
合
金
な
ら
、た
と
え
A
元
素
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B
元
素
が
磁
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を
帯
び
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な
く

て
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、強
い
磁
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印
加
す
る
と
自

ら
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B
磁
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な
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と
、A
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の
合
成
反
応
が
著
し
く
促
進
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れ
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つ
磁
石
の
結
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が
一
方
向
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ろ
っ
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成
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す
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と
い
う
こ
と

を
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に
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見
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ら
に
今
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初

頭
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は
、磁
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を
持
た
な
い
合
金（
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ン
ガ
ン
+
ア
ル
ミニ
ウ
ム
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強
い
磁
場

の
中
で
熱
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す
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と
、マン
ガ
ン
原

子
と
ア
ル
ミニ
ウ
ム
原
子
が
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ら
磁

石
合
金
に
な
る
よ
う
に
移
動
す
る
こ

と
を
発
見
、強
い
磁
性
を
帯
び
た
磁

石
を
合
成
す
る
こ
と
に
成
功
し
た

か
っ
た
。難
し
い
こ
と
は
別
の
人
に

任
せ
て
、自
分
は
実
験
を
や
っ
て
い

こ
う
と
思
っ
た
わ
け
で
す
」。実
験
を

通
し
て
自
分
で
わ
かっ
た
こ
と
は
絶

対
に
忘
れ
な
い、と
先
生
は
言
う
。

「
ま
ず
は
自
分
で
実
験
を
し
て
み
て
、

わ
かっ
た
、そ
う
な
ん
だ
、と
い
う
手

ご
た
え
を
重
ね
て
い
け
ば
い
い
と
思

う
ん
で
す
。理
科
が
本
当
に
好
き
に

な
る
と
、数
式
が
必
要
に
な
っ
た
時

は
勉
強
す
る
も
の
で
す
」

　小
学
生
時
代
に
参
加
し
た
星
座

観
測
会
で
の
感
動
が
、科
学
を
志
し

た
原
点
。「
綺
麗
な
星
座
を
見
た
と

き
の
感
動
が
僕
を
引
っ
張
っ
て
く
れ

た
ん
で
す
」。自
分
が
体
験
し
た
感

動
を
若
い
世
代
に
も
感
じ
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
か
ら
、小
山
研
究
室
で
は

中
高
生
や
女
子
高
生
を
対
象
と
し

た
公
開
理
科
教
室
に
も
力
を
い
れ

て
い
る
。「
僕
が
お
し
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し
た
い
と

い
う
の
が
一
番
の
動
機
で
す
け
ど
」。

D
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に
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る
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と
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う
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の
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の
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に
は
、
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。
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使
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で
安
定
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な
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を
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に
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す
る
こ

と
も
可
能
に
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る
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た
、新
た
な
素

材
の
組
み
合
わ
せ
に
よっ
て
磁
石
を

合
成
す
る
可
能
性
も
広
がっ
た
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　研
究
室
で
は
東
北
大
学
や
東
京

大
学
な
ど
と
の
共
同
研
究
を
積
極

的
に
進
め
て
い
る
。「
鹿
児
島
大
学
と

い
う
枠
に
と
ら
わ
れ
る
と
小
さ
く
な

る
。枠
を
越
え
る
こ
と
で
す
」と
小
山

先
生
。「
例
え
ば
鹿
大
で
の
予
算
や

実
験
施
設
が
不
足
で
あ
れ
ば
、他
の

所
で
実
現
で
き
な
い
か
探
っ
て
み
る
。

小
山
に
分
か
ら
な
い
話
で
あ
れ
ば
、

ほ
か
の
専
門
家
を
探
し
な
さ
い、と

学
生
に
は
常
々
言
っ
て
い
ま
す
」。大

事
な
こ
と
は
、自
分
は
何
が
し
た
い

の
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
、と
小
山

先
生
は
語
る
。「
自
分
が
熱
い
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持
ち

で
目
標
に
向
かっ
て
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れ
ば
、必
ず
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
人
に
出
会
い、受
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入
れ
先
に
も
理
解
し
て
も
ら
え
る

も
の
な
ん
で
す
」。情
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と
行
動
力
で

道
を
開
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て
き
た
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の
体
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を
も

と
に
し
た
言
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だ
。
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じ
て

き
た
こ
と
を
見
て
い
る
だ
け
な
の

で
す
」。そ
う
は
いっ
て
も
、と
り
わ
け

文
系
の
人
間
に
と
っ
て
、物
理
は
難

解
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
拭
え
な
い。「
中

学
、高
校
の
授
業
で
数
式
を
扱
う
よ

う
に
な
る
と
、ア
レル
ギ
ー
反
応
を
示

す
子
も
多
い
で
す
よ
ね
。僕
自
身
、難

し
い
原
理
や
数
式
は
得
意
で
は
な

　小
山
先
生
率
い
る
磁
気
物
理
学
研

究
室
の
研
究
テ
ーマは「
磁
場
を
利
用

し
た
磁
性
材
料
の
研
究
開
発
」。磁
場

を
使
っ
て
新
し
い
物
質
を
合
成
す

る
、あ
る
い
は
化
学
反
応
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
と
い
う
こ
と
を
、実
験
を

通
し
て
追
究
し
てい
る
の
だ
。

　従
来
、A
元
素
と
B
元
素
か
ら

A
B
合
金
を
作
る
場
合
、高
温
で
溶

解
や
化
学
反
応
に
よっ
て
合
成
さ
せ

る
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
だ
。小
山
研
究

室
と
東
北
大
学
の
研
究
者
か
ら
な

る
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
、A
B
合
金

が
磁
石
合
金
な
ら
、た
と
え
A
元
素

と
B
元
素
が
磁
性
を
帯
び
てい
な
く

て
も
、強
い
磁
場
を
印
加
す
る
と
自

ら
A
B
磁
石
合
金
に
な
ろ
う
と
、A

と
B
の
合
成
反
応
が
著
し
く
促
進

さ
れ
、か
つ
磁
石
の
結
晶
が
一
方
向

に
そ
ろ
っ
て
成
長
す
る
と
い
う
こ
と

を
数
年
前
に
発
見
。さ
ら
に
今
年
初

頭
に
は
、磁
性
を
持
た
な
い
合
金（
マ

ン
ガ
ン
+
ア
ル
ミニ
ウ
ム
）を
強
い
磁
場

の
中
で
熱
処
理
す
る
と
、マン
ガ
ン
原

子
と
ア
ル
ミニ
ウ
ム
原
子
が
自
ら
磁

石
合
金
に
な
る
よ
う
に
移
動
す
る
こ

と
を
発
見
、強
い
磁
性
を
帯
び
た
磁

石
を
合
成
す
る
こ
と
に
成
功
し
た

か
っ
た
。難
し
い
こ
と
は
別
の
人
に

任
せ
て
、自
分
は
実
験
を
や
っ
て
い

こ
う
と
思
っ
た
わ
け
で
す
」。実
験
を

通
し
て
自
分
で
わ
かっ
た
こ
と
は
絶

対
に
忘
れ
な
い、と
先
生
は
言
う
。

「
ま
ず
は
自
分
で
実
験
を
し
て
み
て
、

わ
かっ
た
、そ
う
な
ん
だ
、と
い
う
手

ご
た
え
を
重
ね
て
い
け
ば
い
い
と
思

う
ん
で
す
。理
科
が
本
当
に
好
き
に

な
る
と
、数
式
が
必
要
に
な
っ
た
時

は
勉
強
す
る
も
の
で
す
」

　小
学
生
時
代
に
参
加
し
た
星
座

観
測
会
で
の
感
動
が
、科
学
を
志
し

た
原
点
。「
綺
麗
な
星
座
を
見
た
と

き
の
感
動
が
僕
を
引
っ
張
っ
て
く
れ

た
ん
で
す
」。自
分
が
体
験
し
た
感

動
を
若
い
世
代
に
も
感
じ
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
か
ら
、小
山
研
究
室
で
は

中
高
生
や
女
子
高
生
を
対
象
と
し

た
公
開
理
科
教
室
に
も
力
を
い
れ

て
い
る
。「
僕
が
お
し
ゃべり
し
た
い
と

い
う
の
が
一
番
の
動
機
で
す
け
ど
」。

D
J
に
な
る
夢
も
持
っ
て
い
た
と
い

う
先
生
の
屈
託
の
な
い
笑
い
声
に
は
、

学
問
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
磁
力
が

含
ま
れ
てい
た
。
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や
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の
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に
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、
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空
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場
…
１
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）は
地
磁
気
の
２

万
倍
の
強
さ
の
磁
場
。本
文
中
の「
強
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磁
場
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最
大
20
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地
磁
気
の
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）の
磁
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と
発
表
し
た
。ニッ
ケ
ル
や
コバル
ト
な

ど
高
価
な
レ
アメ
タ
ル
を
使
用
し
な

い
た
め
、将
来
的
に
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

カ
ー
な
ど
に
使
わ
れ
る
強
力
で
安
定

的
な
磁
石
を
安
価
に
生
産
す
る
こ

と
も
可
能
に
な
る
。ま
た
、新
た
な
素

材
の
組
み
合
わ
せ
に
よっ
て
磁
石
を

合
成
す
る
可
能
性
も
広
がっ
た
。

　研
究
室
で
は
東
北
大
学
や
東
京

大
学
な
ど
と
の
共
同
研
究
を
積
極

的
に
進
め
て
い
る
。「
鹿
児
島
大
学
と

い
う
枠
に
と
ら
わ
れ
る
と
小
さ
く
な

る
。枠
を
越
え
る
こ
と
で
す
」と
小
山

先
生
。「
例
え
ば
鹿
大
で
の
予
算
や

実
験
施
設
が
不
足
で
あ
れ
ば
、他
の

所
で
実
現
で
き
な
い
か
探
っ
て
み
る
。

小
山
に
分
か
ら
な
い
話
で
あ
れ
ば
、

ほ
か
の
専
門
家
を
探
し
な
さ
い、と

学
生
に
は
常
々
言
っ
て
い
ま
す
」。大

事
な
こ
と
は
、自
分
は
何
が
し
た
い

の
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
、と
小
山

先
生
は
語
る
。「
自
分
が
熱
い
気
持
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で
目
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に
向
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い
れ
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サ
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れ
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入
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も
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熱
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開
い
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体
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を
も

と
に
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言
葉
だ
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の20T強磁場発生装置に設置。この装置で世界最高磁
場中の高温熱処理ー急冷が可能になった。

磁石で鉄球を引き付けて、磁場の強さを実感。実験は
この磁石の10-40倍の磁場（磁力）を用いて行う。
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か
の
専
門
家
を
探
し
な
さ
い、と

学
生
に
は
常
々
言
っ
て
い
ま
す
」。大

事
な
こ
と
は
、自
分
は
何
が
し
た
い

の
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
、と
小
山

先
生
は
語
る
。「
自
分
が
熱
い
気
持
ち

で
目
標
に
向
かっ
て
い
れ
ば
、必
ず
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
人
に
出
会
い、受

け
入
れ
先
に
も
理
解
し
て
も
ら
え
る

も
の
な
ん
で
す
」。情
熱
と
行
動
力
で

道
を
開
い
て
き
た
自
ら
の
体
験
を
も

と
に
し
た
言
葉
だ
。

鹿児島大学小山研究室で開発した実験装置を東北大学
の20T強磁場発生装置に設置。この装置で世界最高磁
場中の高温熱処理ー急冷が可能になった。

磁石で鉄球を引き付けて、磁場の強さを実感。実験は磁石で鉄球を引き付けて、磁場の強さを実感。実験は
この磁石の10-40倍の磁場（磁力）を用いて行う。この磁石の10-40倍の磁場（磁力）を用いて行う。
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S C H O L A R
I N T E R V I E W

石
田  

智
子 

准
教
授

顕
微
鏡
の
使
い
方
な
ど
、
地
質
学

者
の
実
験
手
法
を
１
か
ら
教
わ
り

な
が
ら
、
考
古
学
的
視
点
を
取
り

入
れ
、
独
自
の
実
験
手
法
を
編
み

出
し
て
き
た
。石
田
先
生
の
分
析

方
法
は
、
土
器
を
す
り
つ
ぶ
し
て

ガ
ラ
ス
ビ
ー
ド
を
作
り
、
蛍
光
Ｘ

線
分
析
装
置
で
化
学
組
成
を
測

る
と
い
う
も
の
。微
量
元
素
の
測

定
が
可
能
に
な
っ
た
。「
そ
れ
ま
で

肉
眼
で
見
て
直
感
的
に
判
断
し
て

い
た
こ
と
が
数
字
で
見
え
る
の
で

ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。逆
に
、
肉
眼

だ
け
で
判
断
す
る
怖
さ
も
感
じ
ま

し
た
」

　胎
土
分
析
に
よ
る
土
器
の
研
究

は「
第
２
の
発
掘
」と
石
田
先
生
は

言
う
。「
こ
れ
ま
で
は
発
掘
作
業
が

優
先
さ
れ
て
き
ま
し
た
。土
地
の

開
発
が
あ
る
程
度
収
ま
っ
た
今
、

こ
れ
ま
で
に
掘
り
起
こ
し
た
資
料

を
ど
れ
だ
け
活
用
す
る
か
と
い
う

こ
と
が
重
要
視
さ
れ
ま
す
」。収
蔵

庫
に
眠
っ
て
い
る
出
土
品
を
分
析

す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
分
か
っ
て

い
な
か
っ
た
事
実
が
解
明
さ
れ
る

可
能
性
は
多
分
に
あ
る
、
と
石
田

　「最
初
、
土
器
を
触
ら
せ
て
も

ら
っ
た
時
、
中
に
指
の
跡
が
つ
い
て

い
た
ん
で
す
。そ
こ
に
フィ
ッ
ト
し

た
時
、あ
あ
、昔
の
人
と
繋
が
っ
て

い
る
ん
だ
と
」。物
を
介
し
て
昔
の

人
の
姿
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

の
が
考
古
学
の
魅
力
、
と
石
田
先

生
は
語
る
。中
で
も
「
人
の
手
で
作

ら
れ
る
土
器
は
、
作
っ
た
人
の
考

え
が
伝
わ
っ
て
く
る
道
具
で
す
」。

ま
た
、
土
器
は
作
ら
れ
た
時
期
や

地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
特
徴
を
示

す
こ
と
か
ら
、考
古
学
で
は
、時
間

の
物
差
し
、
地
域
性
を
表
す
指
標

と
し
て
の
役
割
も
担
う
。土
器
の

研
究
は
、
考
古
学
の
軸
と
な
る
の

で
あ
る
。

　石
田
先
生
の
研
究
の
メ
イ
ン

テ
ー
マ
は
北
部
九
州
の
弥
生
時

代
。中
で
も
、葬
送
の
時
に
使
わ
れ

た
土
器
を
通
し
て
、
過
去
の
人
々

の
社
会
生
活
を
研
究
し
て
き
た
。

現
在
、
熊
本
県
の
依
頼
を
受
け
、

阿
蘇
地
方
の
研
究
を
進
め
て
い

る
。「
お
葬
式
に
集
ま
る
人
が
物
を

入
れ
て
持
っ
て
き
て
、
要
ら
な
く

な
っ
た
ら
捨
て
て
帰
る
。昔
も
ケ
ガ

レ
の
観
念
が
あ
っ
た
た
め
だ
と
思

先
生
は
話
す
。「
こ
れ
ま
で
は
展
示

で
き
る
完
形
品
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
背
後
に
は
膨
大

な
破
片
が
あ
り
ま
す
」。破
片
の
断

面
に
も
重
要
な
情
報
が
秘
め
ら
れ

て
お
り
、科
学
的
手
法
を
用
い
る
こ

と
で
、多
く
の
情
報
が
得
ら
れ
る
見

込
み
が
あ
る
。南
九
州
の
出
土
品

は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
科
学
的
分

析
を
待
っ
て
い
る
状
況
だ
。今
後
、

実
験
施
設
の
整
備
と
実
験
費
用
の

確
保
も
課
題
に
な
っ
て
く
る
。

　「学
生
の
中
に
は
、
過
去
を
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
の
よ
う
に
捉
え
る
向
き

も
あ
り
ま
す
。で
も
、
現
代
に
残
さ

れ
た
文
物
は
、過
去
、人
々
が
生
き

て
い
た
証
。物
を
通
じ
て
、
先
人
の

思
い
や
暮
ら
し
に
思
い
を
馳
せ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」。そ
の
思
い

を
学
生
と
共
有
す
べ
く
、
石
田
先

生
は
自
ら
の
研
究
の
傍
ら
、奄
美
・

加
計
呂
麻
島
で
の
戦
跡
調
査
に
乗

り
出
し
た
。「
実
際
に
足
を
運
び
、

島
の
人
の
話
を
聞
き
な
が
ら
遺
跡

に
向
き
合
う
と
、
自
分
と
の
つ
な

が
り
が
分
か
り
や
す
い
と
思
う
ん

で
す
。何
か
感
じ
取
っ
て
も
ら
え
る

と
思
い
ま
す
」。土
器
を
通
し
て
先

人
と
会
話
す
る
考
古
学
者
の
願
い

で
あ
る
。

一般的に考古学者が土器を研究する時、その形や色、土や鉱物を肉眼で観察し、直感力
をも駆使しつつ過去のデータに照らし合わせるという手法が取られている。その伝統的な
考古学の手法に地球科学的な手法を融合させ、より精密なデータを導き出すのが「胎土
分析」と言われるアプローチである。胎土分析を導入している考古学者はまだ国内でも
稀有な存在だ。

 
九州大学大学院社会文化学府博士後期課程2011年5月単位修得
退学、日本学術振興会特別研究員PDを経て現職
■所属学会：日本考古学協会、日本文化財科学会、考古学研究会、
九州考古学会、鹿児島県考古学会 
■専門分野：考古学
■研究テーマ：○土器動態からみた弥生時代地域社会構造の研究 
◯地球科学的高精度胎土分析の方法論の開発および実践

石田　智子（いしだ・ともこ）

土器から過去の社会を復元する
～考古学の成果を科学的に検証する「胎土分析」は第2の発掘！～

第
２
の
発
掘

隙
間
を
埋
め
る

昔
の
人
と
つ
な
が
る

う
ん
で
す
が
、土
器
を
眺
め
て
い
る

と
、
過
去
の
人
間
社
会
が
見
え
て

く
る
よ
う
で
、興
味
深
い
で
す
」

　別
々
の
地
域
で
似
た
形
の
土
器

が
出
土
し
た
場
合
、
同
じ
場
所
で

作
ら
れ
て
各
地
に
運
ば
れ
た
も
の

か
、
あ
る
い
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で

作
ら
れ
た
も
の
な
の
か
、従
来
の
考

古
学
的
手
法
で
は
、
学
者
の
観
察

眼
と
経
験
な
ど
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
い
。そ
の
中
の
推
測
の
域
を
、
自

然
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
埋
め
よ

う
と
す
る
の
が
胎
土
分
析
だ
。「
壱

岐
で
出
土
し
た
土
器
が
北
部
九
州

か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
の
か
、現
地
で

焼
か
れ
た
の
か
分
か
ら
な
い
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
が
胎
土
分

析
の
結
果
、
大
部
分
は
壱
岐
で
作

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
判
明
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

　石
田
先
生
が
土
器
の
胎
土
分

析
に
着
手
し
た
の
は
、
博
士
課
程

在
籍
中
の
お
よ
そ
６
年
前
。「
同
じ

棟
に
地
球
科
学
系
の
研
究
室
が

あ
っ
て
、
何
か
一
緒
に
や
ろ
う
と
い

う
話
に
な
っ
た
ん
で
す
。飲
み
会
の

席
で（
笑
）」。ビ
ー
カ
ー
の
洗
い
方
、
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実
験
手
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を
１
か
ら
教
わ
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な
が
ら
、
考
古
学
的
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点
を
取
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入
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、
独
自
の
実
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を
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。石
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先
生
の
分
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方
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土
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を
す
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つ
ぶ
し
て

ガ
ラ
ス
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を
作
り
、
蛍
光
Ｘ

線
分
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装
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で
化
学
組
成
を
測

る
と
い
う
も
の
。微
量
元
素
の
測

定
が
可
能
に
な
っ
た
。「
そ
れ
ま
で

肉
眼
で
見
て
直
感
的
に
判
断
し
て

い
た
こ
と
が
数
字
で
見
え
る
の
で

ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。逆
に
、
肉
眼

だ
け
で
判
断
す
る
怖
さ
も
感
じ
ま

し
た
」

胎
土
分
析
に
よ
る
土
器
の
研
究

は「
第
２
の
発
掘
」と
石
田
先
生
は

言
う
。「
こ
れ
ま
で
は
発
掘
作
業
が

優
先
さ
れ
て
き
ま
し
た
。土
地
の

開
発
が
あ
る
程
度
収
ま
っ
た
今
、

こ
れ
ま
で
に
掘
り
起
こ
し
た
資
料

を
ど
れ
だ
け
活
用
す
る
か
と
い
う

こ
と
が
重
要
視
さ
れ
ま
す
」。収
蔵

庫
に
眠
っ
て
い
る
出
土
品
を
分
析

す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
分
か
っ
て

い
な
か
っ
た
事
実
が
解
明
さ
れ
る

可
能
性
は
多
分
に
あ
る
、
と
石
田

　「最
初
、
土
器
を
触
ら
せ
て
も

ら
っ
た
時
、
中
に
指
の
跡
が
つ
い
て

い
た
ん
で
す
。そ
こ
に
フィ
ッ
ト
し

た
時
、あ
あ
、昔
の
人
と
繋
が
っ
て

い
る
ん
だ
と
」。物
を
介
し
て
昔
の

人
の
姿
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

の
が
考
古
学
の
魅
力
、
と
石
田
先

生
は
語
る
。中
で
も
「
人
の
手
で
作

ら
れ
る
土
器
は
、
作
っ
た
人
の
考

え
が
伝
わ
っ
て
く
る
道
具
で
す
」。

ま
た
、
土
器
は
作
ら
れ
た
時
期
や

地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
特
徴
を
示

す
こ
と
か
ら
、考
古
学
で
は
、時
間

の
物
差
し
、
地
域
性
を
表
す
指
標

と
し
て
の
役
割
も
担
う
。土
器
の

研
究
は
、
考
古
学
の
軸
と
な
る
の

で
あ
る
。

　石
田
先
生
の
研
究
の
メ
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ン

テ
ー
マ
は
北
部
九
州
の
弥
生
時

代
。中
で
も
、葬
送
の
時
に
使
わ
れ

た
土
器
を
通
し
て
、
過
去
の
人
々

の
社
会
生
活
を
研
究
し
て
き
た
。

現
在
、
熊
本
県
の
依
頼
を
受
け
、

阿
蘇
地
方
の
研
究
を
進
め
て
い

る
。「
お
葬
式
に
集
ま
る
人
が
物
を

入
れ
て
持
っ
て
き
て
、
要
ら
な
く

な
っ
た
ら
捨
て
て
帰
る
。昔
も
ケ
ガ

レ
の
観
念
が
あ
っ
た
た
め
だ
と
思

先
生
は
話
す
。「
こ
れ
ま
で
は
展
示

で
き
る
完
形
品
が
注
目
さ
れ
て
い

で
き
る
完
形
品
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
背
後
に
は
膨
大

な
破
片
が
あ
り
ま
す
」。破
片
の
断

な
破
片
が
あ
り
ま
す
」。破
片
の
断

面
に
も
重
要
な
情
報
が
秘
め
ら
れ

て
お
り
、科
学
的
手
法
を
用
い
る
こ

と
で
、多
く
の
情
報
が
得
ら
れ
る
見

と
で
、多
く
の
情
報
が
得
ら
れ
る
見

込
み
が
あ
る
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九
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出
土
品

込
み
が
あ
る
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出
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品
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科
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分
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分
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だ
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後
、
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費
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の

実
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の
整
備
と
実
験
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の

確
保
も
課
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に
な
っ
て
く
る
。

　「学
生
の
中
に
は
、
過
去
を
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
の
よ
う
に
捉
え
る
向
き

も
あ
り
ま
す
。で
も
、
現
代
に
残
さ

れ
た
文
物
は
、過
去
、人
々
が
生
き

て
い
た
証
。物
を
通
じ
て
、
先
人
の

思
い
や
暮
ら
し
に
思
い
を
馳
せ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」。そ
の
思
い

を
学
生
と
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有
す
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く
、
石
田
先
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は
自
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研
究
の
傍
ら
、奄
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・

加
計
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麻
島
で
の
戦
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調
査
に
乗

り
出
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た
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実
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に
足
を
運
び
、
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の
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聞
き
な
が
ら
遺
跡

に
向
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合
う
と
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自
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の
つ
な

が
り
が
分
か
り
や
す
い
と
思
う
ん

で
す
。何
か
感
じ
取
っ
て
も
ら
え
る

と
思
い
ま
す
」。土
器
を
通
し
て
先

人
と
会
話
す
る
考
古
学
者
の
願
い

で
あ
る
。
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眺
め
て
い
る

と
、
過
去
の
人
間
社
会
が
見
え
て

く
る
よ
う
で
、興
味
深
い
で
す
」

別
々
の
地
域
で
似
た
形
の
土
器

が
出
土
し
た
場
合
、
同
じ
場
所
で

作
ら
れ
て
各
地
に
運
ば
れ
た
も
の

か
、
あ
る
い
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で

作
ら
れ
た
も
の
な
の
か
、従
来
の
考

古
学
的
手
法
で
は
、
学
者
の
観
察

眼
と
経
験
な
ど
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
い
。そ
の
中
の
推
測
の
域
を
、
自

然
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
埋
め
よ

う
と
す
る
の
が
胎
土
分
析
だ
。「
壱

岐
で
出
土
し
た
土
器
が
北
部
九
州

か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
の
か
、現
地
で

焼
か
れ
た
の
か
分
か
ら
な
い
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
が
胎
土
分

析
の
結
果
、
大
部
分
は
壱
岐
で
作

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
判
明
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

　石
田
先
生
が
土
器
の
胎
土
分

析
に
着
手
し
た
の
は
、
博
士
課
程

在
籍
中
の
お
よ
そ
６
年
前
。「
同
じ

棟
に
地
球
科
学
系
の
研
究
室
が

あ
っ
て
、
何
か
一
緒
に
や
ろ
う
と
い

う
話
に
な
っ
た
ん
で
す
。飲
み
会
の

席
で（
笑
）」。ビ
ー
カ
ー
の
洗
い
方
、
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S C H O L A R
I N T E R V I E W

石
田  
智
子 
准
教
授

顕
微
鏡
の
使
い
方
な
ど
、
地
質
学

者
の
実
験
手
法
を
１
か
ら
教
わ
り

な
が
ら
、
考
古
学
的
視
点
を
取
り

入
れ
、
独
自
の
実
験
手
法
を
編
み

出
し
て
き
た
。石
田
先
生
の
分
析

方
法
は
、
土
器
を
す
り
つ
ぶ
し
て

ガ
ラ
ス
ビ
ー
ド
を
作
り
、
蛍
光
Ｘ

線
分
析
装
置
で
化
学
組
成
を
測

る
と
い
う
も
の
。微
量
元
素
の
測

定
が
可
能
に
な
っ
た
。「
そ
れ
ま
で

肉
眼
で
見
て
直
感
的
に
判
断
し
て

い
た
こ
と
が
数
字
で
見
え
る
の
で

ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。逆
に
、
肉
眼

だ
け
で
判
断
す
る
怖
さ
も
感
じ
ま

し
た
」

　胎
土
分
析
に
よ
る
土
器
の
研
究

は「
第
２
の
発
掘
」と
石
田
先
生
は

言
う
。「
こ
れ
ま
で
は
発
掘
作
業
が

優
先
さ
れ
て
き
ま
し
た
。土
地
の

開
発
が
あ
る
程
度
収
ま
っ
た
今
、

こ
れ
ま
で
に
掘
り
起
こ
し
た
資
料

を
ど
れ
だ
け
活
用
す
る
か
と
い
う

こ
と
が
重
要
視
さ
れ
ま
す
」。収
蔵

庫
に
眠
っ
て
い
る
出
土
品
を
分
析

す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
分
か
っ
て

い
な
か
っ
た
事
実
が
解
明
さ
れ
る

可
能
性
は
多
分
に
あ
る
、
と
石
田

　「最
初
、
土
器
を
触
ら
せ
て
も

ら
っ
た
時
、
中
に
指
の
跡
が
つ
い
て

い
た
ん
で
す
。そ
こ
に
フィ
ッ
ト
し

た
時
、あ
あ
、昔
の
人
と
繋
が
っ
て

い
る
ん
だ
と
」。物
を
介
し
て
昔
の

人
の
姿
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

の
が
考
古
学
の
魅
力
、
と
石
田
先

生
は
語
る
。中
で
も
「
人
の
手
で
作

ら
れ
る
土
器
は
、
作
っ
た
人
の
考

え
が
伝
わ
っ
て
く
る
道
具
で
す
」。

ま
た
、
土
器
は
作
ら
れ
た
時
期
や

地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
特
徴
を
示

す
こ
と
か
ら
、考
古
学
で
は
、時
間

の
物
差
し
、
地
域
性
を
表
す
指
標

と
し
て
の
役
割
も
担
う
。土
器
の

研
究
は
、
考
古
学
の
軸
と
な
る
の

で
あ
る
。

　石
田
先
生
の
研
究
の
メ
イ
ン

テ
ー
マ
は
北
部
九
州
の
弥
生
時

代
。中
で
も
、葬
送
の
時
に
使
わ
れ

た
土
器
を
通
し
て
、
過
去
の
人
々

の
社
会
生
活
を
研
究
し
て
き
た
。

現
在
、
熊
本
県
の
依
頼
を
受
け
、

阿
蘇
地
方
の
研
究
を
進
め
て
い

る
。「
お
葬
式
に
集
ま
る
人
が
物
を

入
れ
て
持
っ
て
き
て
、
要
ら
な
く

な
っ
た
ら
捨
て
て
帰
る
。昔
も
ケ
ガ

レ
の
観
念
が
あ
っ
た
た
め
だ
と
思

先
生
は
話
す
。「
こ
れ
ま
で
は
展
示

で
き
る
完
形
品
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
背
後
に
は
膨
大

な
破
片
が
あ
り
ま
す
」。破
片
の
断

面
に
も
重
要
な
情
報
が
秘
め
ら
れ

て
お
り
、科
学
的
手
法
を
用
い
る
こ

と
で
、多
く
の
情
報
が
得
ら
れ
る
見

込
み
が
あ
る
。南
九
州
の
出
土
品

は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
科
学
的
分

析
を
待
っ
て
い
る
状
況
だ
。今
後
、

実
験
施
設
の
整
備
と
実
験
費
用
の

確
保
も
課
題
に
な
っ
て
く
る
。

　「学
生
の
中
に
は
、
過
去
を
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
の
よ
う
に
捉
え
る
向
き

も
あ
り
ま
す
。で
も
、
現
代
に
残
さ

れ
た
文
物
は
、過
去
、人
々
が
生
き

て
い
た
証
。物
を
通
じ
て
、
先
人
の

思
い
や
暮
ら
し
に
思
い
を
馳
せ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」。そ
の
思
い

を
学
生
と
共
有
す
べ
く
、
石
田
先

生
は
自
ら
の
研
究
の
傍
ら
、奄
美
・

加
計
呂
麻
島
で
の
戦
跡
調
査
に
乗

り
出
し
た
。「
実
際
に
足
を
運
び
、

島
の
人
の
話
を
聞
き
な
が
ら
遺
跡

に
向
き
合
う
と
、
自
分
と
の
つ
な

が
り
が
分
か
り
や
す
い
と
思
う
ん

で
す
。何
か
感
じ
取
っ
て
も
ら
え
る

と
思
い
ま
す
」。土
器
を
通
し
て
先

人
と
会
話
す
る
考
古
学
者
の
願
い

で
あ
る
。

一般的に考古学者が土器を研究する時、その形や色、土や鉱物を肉眼で観察し、直感力
をも駆使しつつ過去のデータに照らし合わせるという手法が取られている。その伝統的な
考古学の手法に地球科学的な手法を融合させ、より精密なデータを導き出すのが「胎土
分析」と言われるアプローチである。胎土分析を導入している考古学者はまだ国内でも
稀有な存在だ。
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６
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が
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～考古学の成果を科学的に検証する「胎土分析」は第2の発掘！～
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2017.3 ~ 2017.6稲盛和夫鹿児島大学名誉博士像完成披露記念式典を挙行
鹿児島大学郡元キャンパス学習交流プラザ前の「進取の気風広場」に、本学工学部卒業生

で本学名誉博士の稲盛和夫氏（現京セラ(株)名誉会長）の立像を建立しました。建立に伴う記
念式典（除幕式）を３月27日に行い、前田芳實学長、稲盛和夫名誉博士をはじめ、三反園訓鹿児島県知事、森博幸鹿児島市長、
岩崎芳太郎鹿児島商工会議所会頭、江口正純同窓会連合会会長など来賓者を含めて約100名の関係者が出席しました。
はじめに、前田学長から「本学の教育理念である『進取の精神』のシン

ボルとして、学生、教職員のさらなる飛躍の原動力となるとともに、稲盛和
夫名誉博士の人間教育の神髄にも触れる機会になるものと期待していま
す」と挨拶がありました。その後、三反園知事からの来賓者代表祝辞に続
き、前田学長や稲盛氏らによる除幕が執り行われ、披露された立像に会
場からは盛大な拍手が送られました。
稲盛氏は、これまで、本学の経営協議会委員や学長諮問会議委員とし

て運営に協力するとともに、科学技術を中心とした知的交流を促進する
ための「稲盛会館」の寄贈や人間力の総合的育成を
目指す「稲盛アカデミー」の発足ならびに「稲盛アカデ
ミー棟」の建設支援、学生支援のための稲盛奨学基
金の創設など、本学の教育研究の発展に多大な貢献
をされており、平成11年には本学第１号となる名誉博
士の称号を授与されています。
また、鹿児島県内の高校生や大学生などを対象と

した京都賞受賞者による「鹿児島講演会」の開催な
ど、地域の教育及び国際交流の発展にも尽力されて
きました。
今回の立像の建立は、これら長年の氏の功績と貢
献に敬意と謝意を表すとともに、後に続く本学や郷土
の後輩たちにその功績を伝えるために企画・実施した
ものです。

鹿児島銀行ならびに県内高等教育機関と
「地方創生への取組みに関する連携協定」を締結
鹿児島大学は、４月７日、鹿児島銀行「かぎん会館with」において、鹿児島銀行ならびに県内高等教育機関9者による「地方創
生への取組みに関する連携協定」を締結しました。
本協定は、鹿児島大学と鹿児島銀行が相互に連携・協力し、互いが有する情報やノウハウ等を活用することにより、鹿児島県内

の産業の発展および人材の育成を図り、地方創生の実現に寄与することを目的としています。
今回の協定締結では、矢野隆一鹿児島銀行取締役地域開発部長による協定内容の説明のあと、9者による協定書への署名が

行われました。その後、上村基宏鹿児島銀行取締役頭取の挨拶
に続き、協定者代表として、本学前田芳實学長から挨拶がありま
した。前田学長は、「産学金の連携により、大学だけでは成し得
なかった新たな人材養成プログラムやキャリアデザイン教育の
組み立て、また、地域の新たな事業モデルやビジネスモデルの研
究が進むものと期待します。今回、この『ネクストかごしま』が設立
されたことを契機に８つの高等教育機関が、『オール鹿児島』と
して地方創生に取り組んでいきたい」と連携に対する抱負を述
べました。

注：「ネクストかごしま」は、鹿児島県内の連携・協力事項を円滑に推進するため、
本協定締結校8校を発起人大学とし、鹿児島銀行を事務局とした『鹿児島の
次世代を担う「人材・産業」育成プラットフォーム』の組成のことです。
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鹿児島大学と山口大学「共同獣医学研究科」設置構想を発表
4月21日、鹿児島大学郡元キャンパスにおいて、鹿児島
大学と山口大学による「共同獣医学研究科」設置構想に
関する記者発表を行いました。
記者発表では、前田芳實鹿児島大学長及び岡正朗山
口大学長による挨拶後、宮本篤鹿児島大学共同獣医学
部長と木曾康郎山口大学共同獣医学部長が、設置に向
けての概要と今後の展望を説明しました。
鹿児島大学と山口大学は、平成２４年４月に、それぞれ、
獣医学部教育におけるさらなる充実・発展を目的として、
共同教育課程制度を活用した「共同獣医学部」を設置し
ました。これは、日本で初めての共同設置の学部となり、日
本の大学教育の中で大きく注目されているところです。
平成30年3月、共同獣医学部の第一期卒業生を輩出する予定であることから、同年４月に鹿児島大学と山口大学との連携によ

る「共同獣医学研究科」を開設し、更に高度な専門性を身につけた博士及び専門獣医師を養成。多様な獣医学的課題解決に対
応できる専門家育成の要請に対応することを目指しています。
この共同獣医学研究科の設置は、欧米の獣医学教育に必須とされている「学士課程を補い強化するための先進的卒後教育プ
ログラム」にも対応するものと期待されます。

全学必修科目「大学と地域」で三反園鹿児島県知事による講義を開催
鹿児島大学は、4月25日、すべての学部生にとって卒業要件となっている
全学必修科目「大学と地域」において、三反園訓鹿児島県知事を講師とし
て招き、「『新しい力強い鹿児島を目指して』～鹿児島大学の学生に期待す
ること～」と題した講義を開催しました。
本科目は、（１）大学の学修に必要な論理的思考力や課題発見・解決の
能力を醸成、（２）地域の現状・課題等を学ぶことで地域志向マインド（地
域貢献の意欲）を持った人材を育成、（３）地域志向マインドの醸成に必要
な、地域の特性、優位性、発展可能性の理解を促進、（４）上記（１）～（３）
を通して地元への就職意欲の増進、を目的としています。講義は、10分野
の科目のうち「農業」と「まちおこし・教育」を選択している学生の講義室で
行われ、残り８分野を選択しているほかの講義室で受講している学生に
は、講義の様子がインターネットで配信され、約1,100名が受講しました。
三反園知事は、テレビ局コメンテーターの経験を生かしたユーモアのある語り口で、クイズ形式で鹿児島の歴史に触れながら観
光地を紹介し、農畜産物や温泉など鹿児島の魅力について講義しました。来年の明治維新150周年に向けて、鹿児島県のPRと観
光を戦略的に展開していくとし、学生目線でのアイデアがあればぜひ提案してほしいとの要請もありました。
三反園知事からは、「人生は決断の連続であり、決断には勇気が必要です。夢を実現するために勇気を持って一歩を踏み出し

てほしい」とエールが送られ、学生たちはその言葉に熱心に耳を傾けていました。講義の後、前田芳實学長から三反園知事に謝辞
が述べられ、講義が締めくくられました。
今回の講義は、本年度から地域人材の育成や地元就職率向上を促進するため開講する「地域人材育成プラットフォーム」の基
盤科目となっており、今後の学習成果の向上に繋がる機会となりました。

鹿児島大学OBゴルフ大会実行委員会が寄附
5月22日、鹿児島大学OBゴルフ大会実行委員会委員長の江口正純氏（鹿児島大学同窓会連合会会長）が学長室を訪れ、ゴ

ルフ大会参加者からの寄附金（20万円）を前田芳實学長に寄贈しました。
寄附金は、4月23日に同委員会主催で開催された第３６回OBゴルフ大会の参加者210名から母校のために使ってほしいと集

められたもので、受け取った前田学長は、「温かい心遣いに感謝いたします。学生の留学支援や教育支援の充実などに大切に使
わせていただきます」と謝辞を述べました。
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STUDENT INTERVIEW
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直感と想像力に従って、やりたいことをやれるだけやるのみ!
～佐多岬から宗谷岬まで。55日間走り抜いた日本縦断2700kmの旅～

「自
じ

分
ぶ ん

の人
じ ん せ い

生を、いまを生
い

きる」
自分が何者で、何を成すのか。 ひどく曖昧な上に誰にも頼めないことで、私たちは否応にも「自
分の人生」と向き合っていくことになる。どうせ何が正解かも判らないなら、私は自分の直感と
想像力に従って、やりたいことをやれるだけやってみたい。そうやって出来た足あとをいつかふ
と振り返って、これが自分の人生かと納得できたらいい。そんな生き方をしたいと思います。
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鹿児島大学は、地域活性化の中核的拠点として、学生のグローバル教育の推進や地域に貢献する人材の育
成など教育研究支援の強化に取り組むため、鹿大「進取の精神」支援基金を創設し、寄附のご協力をお願いし
ております。
つきましては、本基金の趣旨にご賛同いただき、皆様のご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
なお、本学への寄附につきましては、所得税法、法人税法上の優遇措置の対象となります。

鹿大「進取の精神」支援基金へのご寄附のお願い

鹿児島大学学長戦略室　TEL：099-285-3101, 3102　FAX：099-285-7034
E-mail： s-kikin@kuas.kagoshima-u.ac.jp
基金ホームページ： https://www.kagoshima-u.ac.jp/kifukin/

お問い合わせ先

志布志市と包括連携協定を締結
鹿児島大学は、志布志市と包括連携に関する協定書を
締結することに合意し、5月8日に志布志市役所において協
定締結の調印式を執り行いました。
式では、協定概要の説明があり、引き続き、本田修一志布
志市長と前田芳實学長が協定書へ署名しました。
この連携協定は、それぞれの資源や機能等の活用を図り
ながら、幅広い分野で相互に協力し、地域社会の発展と人
材の育成に寄与することを目的としています。
本田志布志市長から、「この好機を活かすべく、本市の教
育及び児童生徒の健全育成、基幹産業である農林水産業
の振興、公共交通の確保・維持に関し、直面する課題の解
決・活性化の一助となる施策を考えていきたい」との発言があり、また前田学長は「協定締結を機に、本学が標榜している地域社
会の発展と活性化への貢献に挑んでいく決意を新たにしました」と述べました。

【寄稿】 鹿児島大学名誉教授の会「樟寿会」より近況報告
鹿児島大学樟寿会は、鹿児島大学名誉教授を会員とする任意団体

で、鹿児島大学と密接な連携を保ちつつ、会員相互の親睦と研鑽を図
ることを目的としています。会員は、現在261人です。
毎年、会員相互の親睦と情報交換のために、総会と懇親会を開催

しています。昨年は、11月12日に、鹿児島市内のホテルで第14回総会
と懇親会を開催しました。総会では、活動報告と今後の活動などにつ
いて審議しました。懇親会には、前田芳實学長、島秀典理事（総務担
当）、大園利則総務部長を来賓にお迎えし、会員42人が参加しました。
1990年ご退官の浦嶋幸世先生、1996年ご退官の伊牟田經久先生が
お元気に出席されました。
前田学長から、平成28年度から始まった第3期中期目標・中期計画と今後の方針についてのお話がありました。また、島理事か

らは、大学は財政的に厳しい状況が続いているというお話がありました。
懇親会では、焼酎を酌み交わして旧交を温めるなどして、懇親を深めました。また、大学から寄贈された鹿児島大学ブランドの
焼酎６本と樟寿会で準備した焼酎8本のお楽しみ抽選会があり、会場は大いに盛り上がりました。抽選で焼酎が当たらなかった
人たちにも、鹿児島大学のネーム入りのボールペンなどが吉田会長から一人ひとりに手渡されて、会場は楽しく和やかな雰囲気に
なりました。今年も秋に、総会と懇親会の開催を予定しています。
なお、今年4月から新役員体制となり、吉田浩己会長、竹田靖史幹事長、坂東義雄総務担当幹事、松村和雄会計担当幹事、他
8人（幹事、監査）のメンバーで運営しております。
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鹿大トピックス

KAGOSHIMA   UNIVERSITY  Topics

鹿大トピックス

KAGOSHIMA   UNIVERSITY  Topics

座右の銘

鹿大生
STUDENT INTERVIEW

丸
山
さ
ん
を
日
本
縦
断
ラ
ン
ニ

ン
グ
へ
駆
り
立
て
た
の
は
、
中
学

時
代
か
ら
親
し
ん
で
き
た
長
距
離

走
に
も
う
一
度
向
き
合
い
た
い
、

と
い
う
思
い
で
し
た
。

２
０
１
６
年
８
月
６
日
、
鹿
児

島
県
の
佐
多
岬
を
振
り
出
し
に
九

州
を
北
上
し
、
関
西
、
北
陸
、
東

北
を
経
て
９
月
29
日
、
目
的
地
と

す
る
北
海
道
の
宗
谷
岬
に
到
達
し

ま
し
た
。
炎
天
下
の
鹿
児
島
を
ス

タ
ー
ト
し
た
直
後
か
ら
、
激
し
い

体
力
の
消
耗
や
親
指
の
爪
の
壊
死

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
故
障
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
。
交
通
事
故
や
熊
な
ど

と
の
遭
遇
を
避
け
な
が
ら
、
一
方

で
は
食
料
や
宿
泊
先
の
確
保
に
気

を
配
る
必
要
も
あ
り
、
日
常
で
は

味
わ
う
こ
と
の
な
い
緊
張
感
の
中

を
ひ
た
走
る
毎
日
で
し
た
。

「
爪
の
状
態
に
よ
っ
て
は
ド
ク

タ
ー
ス
ト
ッ
プ
が
か
か
る
恐
れ
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
う
な
っ
た
ら
キ

ツ
い
旅
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
と
思

い
、
そ
れ
か
ら
は
距
離
を
伸
ば
す

だ
け
で
は
な
く
、
風
景
や
人
々
と

の
一
度
き
り
の
出
会
い
を
大
切
に

し
よ
う
と
気
持
ち
が
変
わ
り
ま

し
た
」。
熱
い
魂
を
秘
め
た
人
は
、

獣
医
師
と
い
う
次
の
目
標
へ
向
け

て
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

丸ま
る
や
ま山 

覚さ
と

詞し 

さ
ん

（
共
同
獣
医
学
部
獣
医
学
科
４
年
生
）

直感と想像力に従って、やりたいことをやれるだけやるのみ!
～佐多岬から宗谷岬まで。55日間走り抜いた日本縦断2700kmの旅～

「自
じ

分
ぶ ん

の人
じ ん せ い

生を、いまを生
い

きる」
自分が何者で、何を成すのか。 ひどく曖昧な上に誰にも頼めないことで、私たちは否応にも「自
分の人生」と向き合っていくことになる。どうせ何が正解かも判らないなら、私は自分の直感と
想像力に従って、やりたいことをやれるだけやってみたい。そうやって出来た足あとをいつかふ
と振り返って、これが自分の人生かと納得できたらいい。そんな生き方をしたいと思います。
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鹿大キャンパ
ス漫遊記

が行く！
S AT T U N ’ s  C a m p u s  S k e t c h e s

ボランティア支援センター

Vol.07

●編集・発行／鹿児島大学広報センター
〒890-8580 鹿児島市郡元一丁目21番 24号　TEL: 099-285-7035　FAX: 099-285-3854　E-mail: sbunsho@kuas.kagoshima-u.ac.jp

2017年 7月発行

　本学では平成20年度より共通教育科目にお
いてボランティア関連科目を開講。同時にボラ
ンティア支援センターを開設しました。現在、約
1000名の学生がセンターに登録し、災害支援
やイベント参加などさまざまなボランティア活動
に積極的に取り組んでいます。
　センターでは、登録学生へのボランティア情
報の配信、保険加入、用具貸し出しや災害ボラ
ンティアの際の経済支援等を行っています。
　現在14名の学生が所属する学生ボランティ
アグループ「ボララ」が、センターの運営をサ
ポートしており、ニュースレター（年２回発行）の
作成やボランティア団体紹介会・交流会の企
画・運営など、学生の目線で学生のボランティ
ア活動を支えています。

　本学郡元キャンバスの農学部周辺では、夕刻、悠然と散歩する馬の姿を目に
することがあります。手綱を引いて歩くのは馬術部のメンバー。散歩は、馬術部
が所有する 3 頭の馬のリフレッシュと運動のために行われるものです。馬術部で
は、基本的に早朝、本学正門近くの馬場で競技に向けた練習を行います。天
候や時間の都合で練習できない時など、各馬付きの部員が交代でキャンパス内
を連れて歩くのです。散歩コースや所要時間は特に決まっていませんが、馬の
調子を見ながら、人気の少ない静かな場所を選び、散歩させています。キャン
パス内で馬が歩く姿を見られるのは、構内に馬小屋や馬場を有する本学ならで
は。心なごむ牧歌的な風景です。
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潜入ルポ ～学びの部屋～

大学で学ぶための
基本的スキルを学ぶ
学術研究院総合科学域総合教育学系
伊藤 奈賀子 准教授

08 鹿大トピックス

稲盛和夫鹿児島大学名誉博士像
　　　　完成披露記念式典を挙行ほか

16

進め！ 鹿大生

直感と想像力に従って、
やりたいことをやれるだけやるのみ！
共同獣医学部獣医学科４年生　丸山 覚詞 さん

19

さっつんが行く！
ボランティア支援センター

先輩からのメッセージ

OB: MINIATURE LIFE CO., LTD.
ミニチュア写真家・見立て作家　田中 達也 さん

OB: 株式会社 freep
代表取締役　鮫島 悠 さん

10

研究室からSCHOLAR INTERVIEW

科学研究の源は「面白い！」
学術研究院理工学域理学系　小山 佳一 教授

土器から過去の社会を復元する
学術研究院法文教育学域法文学系　石田 智子 准教授

12

今号の表紙 「馬の闊歩するキャンパス風景」 

高度な獣医療と獣医師教育を推進する
拠点施設として

特 集


